
名
の
流
用
性
乃
東
は
町
村
制
の
教
職
窮
,p
あ
る
か
ら
･

地
形
と
無
関
係
夜
舘
名
緊
蕗
も
埼
加
し
た
で
あ
ら
う
O

夫
は
あ
た
か
も
武
士
居
館
の
俸
龍
が
必
ず
し
も
信
用
す

る
に
足
-
な

い
の
と
同
じ
-
'
ク
テ
の
地
形
的
梅
坪
も

何
虞
で
で
も
成
立
し
難

い
事
は
在
る
｡
聾
者
の
寡
聞
に

よ
れ
ば
'
現
在
で
は
一
夕
テ
｣
と
云
ふ
言
葉
が
東
北
ほ
て

も
存
在
し
な

い
の
で
あ
る
か
ら
､
嘱
､
残
さ
れ
る
革
は

多
数
を
以
て
す
る
踊
納
の
み
で
あ
る
.
宴
は
個
々
の
衆

落
名
成
立
の
由
衆
と
'
を
の
語
源
そ
の
者
の
解
秤
と
は

別
個
の
問
題
で
あ
る
｡

【註
】

1
､
柳
川
国
男

地
名
の
桝
究

2
'
欲
目
噛
兜
二

H
fl八
㍍

3
'
六
郷
都
邑
記

事
保
十
五
年
(
山
本
却
郷
土
史
虚
牧
)

4
'
審
円
貞
曽

四
十
二
伸
枇
渦

(
秋
川
史
噴

t
r
秋
川
嚇
郷
土
誌

虎
杖
)

5
'
二
三
の
例

を

あ
げ
れ

ば
随
奥
凶
上
北
那
浦
野
餌
村
は
'
上
野
｡
新

館
･
大
前Ii
の
三
非
終
銘
に
ょ
り
'同
閥
南
沖
細
部
･:.･=
ノ
水
飴
村
は

欝
柳
･
水
木
｡綿
肺

の
三
次
絡
省
に
よ
り
'
同
郷
竹
翻
村
は
牌
竹
｡

沖
館
の
二
経
絡
名
に
よ
っ
て
､
新
造
さ
れ
た
村
名
で
あ
り
､
調

練
北
林
川
部
に
於
て
大
仰
町
と
淵を
放
せ
る
光
僻
村
及
び
関
節
村

は
夫
々
J正
賓
米
紡
新
仰
及
び
解
館
を
中
心
と
せ
る
封
桝
的
新
村

名
で
あ
る
｡

江
州

信

楽

焼

の
立

地
的

観

察

(
≡
)

杉

L

精

一

州

資

本

日
本
の
各
地
方
の
陶
業
地
を
見
る
ほ
､
多
-
は
伸
男

江
川
併
発
燐
の
立
地
的
粗
筋

人
が
優
勢
で
製
造
家
は
家
業
の
保
程
を
握
ら
れ
て
ゐ
る

た
め
､
利
益
は
多
-
仲
買
人
は
奪
は
れ
､
賓
に
静
働
力

三7
-,7

四
七



地

球

妨
二
十
六
韓

を
以
て
生
清
壁
を
得
る
が
如

き
惨
在
有
様
で
あ
る
｡
信

楽
に
於
で
も
敢
初
地
業
片
手

間
に
覆
し
た
陶
業
79
領
主

の
帯
放
課
求
と
を
ら
'
藩
は
仲
買
人
'
高
利
袋
よ
り
資

金
の
融
通
を
受
け
て
就
業
す
る
も
外
部
と
の
連
絡
な

き

た
め
p
製
晶
の
販
裏
出
凍
ず
再
び
仲
買
人
に
品
物
を

引

p
J取
っ
て
79
ら
ふ
.
か
-
し
て
壁
殺
興
奮
の
槽
を
完
全

に
掌
中
に
収
め
ら
れ
､
袈
晶
の
種
類
､
赦
免
'
版
勇
躍

ま
で
支
配
ruれ
る
ほ
至
る
｡

大
阪
に
は
問
屋
が
あ
っ
て
仲
買
人
を
支
配
し
､
仲
買

人
は
取
引
上
の
靭
係
上
資
本
乏
し
き
製
造
家
に
資
金
を

貸
し
p
之
を
隷
属
せ
し
め
就
骨
上
の
地
方
的
勢
力
を
張

っ
て
凍
た
も
の
で
あ
る
.

明
治
時
代
に
怒
ら
資
本
主
義
的
協
業
と
改
み
'
闘
軸

線
開
通
以
降
は
陶
業
益
復
興
L
t
農
業
は
次
第
は
減
じ

製
陶
は
主
力
を
洗
ぐ
様
に
を
つ
て
'
軍
渦
は
操
業
す
る

も
'
中
産
以
下
は
依
然
と
仲
買
人
に
利
益
を
童
断
さ
れ

る
p
之
が
防
止
の
た
め
池
普
在
る
時
機
は
版
嚢
､
慨
格

維
持
の
た
め
産
業
粗
食
が
設
け
ら
れ
､
金
融
流
通
の
図

滴
化
の
た
め
信
用
組
合
､
原
料
購
入
の
た
め
購
買
利
用

妨

二
郎

三

凹

四
･(

組
合
が
塗
れ
て
､
両
目
が

一
新

さ
れ
､
町

は

清

乗

が

満

ち
た
0

(収
)

4
度
組
織
と
し
て
は
資
本
金
二
寓
五
千
園
の
招
集
製

陶
株
式
食
酢
と
､
信
楽
糸
取
朝
合
名
骨
融
あ
-1
'
他
は

個
人
総
督
で
七
十
の
製
造
工
場
が
あ
る
が
生
産
n
れ
る

物
は
特
別
の
も
の
多
-
'
大
鰹
季
節
的
傾
向
h
.碑
び
る

故
需
要
期
も
季
節
的
に
分
れ
'
火
鉢
の
八
月
未
よ
少
十

二
月
の
中
頃
ま
で
､
植
木
鉢
の
二
月
よ
り
四
月
ま
で
が

顕
著
を
事
賓
で
､
而
し
て
決
済
は
常
町
内
製
造
家
間
ほ

て
は
月
末
と
し
仲
間
人
の
間
ほ
て
は
二
ケ
月
､
三
ケ
月

牛
ヶ
年
緋
S
と

い
ろ
-
＼

あ
っ
て

一
定
し
て
ゐ
在

い
｡

註(30
)
光
栄
脇
付

陶
磁
非
工
柴

上
怨

｢
信
雄
焼
｣

牧
村
托
屋
政

左
街
門

の
信
楽
且
邦
に
あ
て
た
手
紙
に

｢
火
力
マ
｣

の
云
々
甜

も
り
.IJ

(
31
)
窯
業
協
骨

前
掲

牧
村
陶
業
番
小
兵
秘
の
粥
犯
よ
り

｢
帆
に
穴
を
判

り
､
術
日
に

な
り
椴
に
穴
を
あ
け
､
長
さ
拾
兄
計
旦
向
き

1
人

半
計
り
｣

(
32
)
日
本
省
記

雅
た
記

前
掲

(
3
)
北
村
博
士

窯
業
金
塊

三
谷

四
甘
八
十
八
貫

古
楽
､
丸
鋸

の
熱
の
利
き
方
に
於
て
は
大
勝
阿
寒
非
に
奥
よ
リ



前
下
に
杓

っ
て
引
き
た
る
射
角
親
に
平
行
し
て
高
低
を
成
せ
り

と
桃
も
古
無
は
此
射
角
線
よ
-
鵜
分
重
蔵
に
'
丸
無
は
親
分
水

平
に
利
き
つ
1
あ
る
を
見
る
ぺ
L
D

(34
)
撒
北
村
博
士

窯
業
会
難

解
三
谷

(35
)
前
端

鮮
三
春

四
官
八
十

一
貫

(
36
)
前
抱

解
三
春

四
官
八
十
二
試

(
37
)
粥
桐

陶
業
朱
蕗
の
一
例

(
兼
敏
表
)

(
38
)
山
口
弼

一
郎

辿
鎖
状
街
村
形
地
方
都
市
八
戸
市
の
家
屋
碑
故

地
撰

四
十
八
谷

瓦
官
六
十
七
雛

(
39
)
郷
土
資
料

(
信
楽
小
串
枚
嗣
)
に
よ
る
と

｢
慶
廠
二
聖

向
分
啓

に
城
る
L

信
兜
町

舷
卒
倒
帝
守
伽
(
五
三
五
､
四
〇

t
ポ
)

北
棟
相
模
守
備
(
一
二
九
､
四
六
二
石
)

多
緋
摺
織
之
助
榊
(
t
三
八
､

一
八
八
石
)

多
維
七
郎
三
郎
俄
(
五
〇
〇
石
)

四
郷
筑
前
砕
伽
(
二
二
三
'
一
七
朗
石
)

盟

非
村

政
平
伯
巻
守
伽
(
三
五
〇
､
五
九
五
市
)

頼
光
若
狭
や
朝
(
五
〇

二
､
〇
二
七
石
)

jL柏
木
伊
勢
守
LS.
(
<
七
1
.
九
〇
立
石
)

筋
麻
伽
(
二
八
l
P
九
糊
三
石
)

飯
林
寺
辞
鶴
(
二
〇
〇
､
空

ニ
○
石
)

桝
田
筑
前
守
領
(
四
1
八
'
0
0
0
石
)

小
城

村

消
非
森
之
助
鯛
(
六
八
九
'
〇
三
五
石
)

江
州
信
雄
廃
の
立
地
的
拙
家

川
口
髄
尤
柑
門
儲
(
二
田
C
前
)

多
躍
尾
織
之
助
領
(
田
光
三
､
二
七
七
前
)

速
蔽
但
馬
守
額
(
l
六
三
.
二
六
八
石
)

桐
非
若
狭
守
朝
(
四
〇
､
七
六
四
石
)

(40
)
刑
柄

信
発
煙
を
背
景
と
す
る
長
野
町

地
槻
堺
研
究

十
二

魯

十

雛

(
41

)

日

中
秀

作

近
江
商
人
の
起
沖
に
就

い
て
地
理
学
的
研
究

地

理
教
育

田
巻

三
統

(
42
)
滋
兜
昧
陶
試
統
計
嗣

五
､
販

費

市

場

EliiZ1
1

取

引

形

式

(

(

胡
)

取
引
は
普
通
債
を
以
て
単
位
と
L
t
愛
俵
中
に
含
ま

れ
る
個
数
は
製
品
は
依
っ
て
異
な
る
も
､
取
引
の
樺
準

0
0

は

雪
丸と
5
ふ
火
鉢
ほ
て
協
定
値
段
は
之
に
依
っ
て
建

0
0

て
ら
れ
る
｡
之
を
立
億
と

い
ふ
｡

立
値
は
厳
守
さ
れ
な
い
革
が
多

い
､
即
ち
小
さ
夜
仲

買
人
が
立
値
を
ド
ン
-

と
崩
す
た
め
相
骨
の
商
人
も

之
を
保
つ
轟
が
出
凍
ず
濫

寮
に
隅
<h易
い
｡
信
楽
焼
の

製
品
は

一
般
に
大
物
が
多

い
た
め
､
見
本
取
引
は
飲
-

三

混

四
九



地

球

歩
二
十
六
令

行
ほ
れ
ず
し

て都
市
問
屋
と
地
元
商
人
の
間
は
直
接
交

渉
の
た
め
都
市
商
人
の
八
郷
が
頻
繁
で
従
っ
て
版
勝
班

張
の
た
め
外

へ
出
掛
け
る
よ
み
寧
ろ
勘
定
決
算
の
た
め

鱒
二
班

〓宍

五

〇

め
競
争
と
在
与
基
因
難
攻
状
態
に
陥
る
.
之
を
防
ぐ
た

め
同
業
絶
食
が
設
け
ら
れ
'
組
各
月
は
取
引
の
刷
紛
､

畢
債
の
維
持
が
出
凍
tiJ
椅
緬
的
及
物
質
的
に
仕
事
す
る

陶
器
仕
入
及
物
晶
版
勇
者
の
入
郷
訓

(
昭
和
九
年
度
の
宿
泊
者
)

l
月

二
月

三

月

四

月

五

月

六

月

七
月

八

月

九

月

十

月

十

一
月

十

二
月

計

甥

望

山
人

八
芸

人

空

三
人

恵

二
人

八
二
7
<

八
聖

人

女

FE.〇

云

一
七

豊

実

〓
ハ

計

宍

九

八
八
l

豊

0

宍

混

入
究

八
六
1

空

〇
人

究

七
人

八
7九
人

窒

こ
人

望

二
人

七
九
1
<

九
四
G
七
人

孟

望

三

二
二

三
〇

克

三
党

望

五

八
四
〇

八
真

意

1ハ

忌

O

八
二
〇

九
七
墓

各
地
方

へ
出
る
の
で
あ
る
｡

一
年
間
は
九
千
七
百
五
十
五
人
で

一
ケ
月
平
均
八
百
十

三
人
と
在
る
｡

仕
入
商
人
の
取
引
は
三
月
頃
よ
-
八
月
ま
で
に
大
鰭

行
は
れ
る
由
p
信
楽
物
は
多
-
冬
向
の
も
の
多
く
夏
向

と
云
へ
ば
水
盤
と
他
の
二
'
三
晶
に
過
ぎ
覆

い
か
ら
荷

の
動
-
は
十
月
よ
-
十
二
月
ま
で
し
､
夏
は
ほ
と
ん
ど

荷
が
動
か
な

い
閥
係
上
値
段
に
於
で
も
冬
が
高
-
､
夏

は
低
下
す
､
又
八
月
'
十
二
月
は
盆
と
師
走
で
金
を
要

し
､
資
本
が

41
時
ぬ
る
か
ら
中
以
下
の
工
業
家
は
取
引

に
於
で
数
量
と
晶
質
を
取
揃

へ
る
乙
と
不
可
能
と
老
少

問
屋
に
於
で
値
段
を
踏
倒
さ
れ
る
終
発
資
金
を
称
る
ね

こ
と
が
出
凍
る
や
う
に
覆
っ
た
｡

=

滑

費

市

場

iZ15
信
楽
は
京
都
大
阪
等
の
大
滑
費
地
を
近
-
ほ
有
し
て

ゐ
在
が
ら
交
通
不
便
の
た
め
'
山
出
し
運
賃
が
多
-
婁

す
る
た
め
凝
展
を
著
し
-
阻
審
し
て
ゐ
ね
｡
最
初
大
部

分
の
品
物
は
陸
路
山
城
勘
船
に
出
で
木
津
川
を
下
っ
て

大
阪
問
屋
の
手
に
渡
っ
て
各
地
方
の
問
屋
に
分
配
ruれ

て
ゐ
ね
｡
関
西
線
開
通
後
も
佐
那
具
輝
を
経
て
大
阪
へ

運
接
さ
れ
て
ゐ
た
が
､
そ
の
後
大
阪
商
人
の
手
を
除

い

て
直
接
各
地
方
の
問
屋
と
直
接
取
引
交
渉
開
始
と
入
郷

の
門
戸
在
る
三
雲
､
操
川
､
蓑
生
川
の
各
輝
が
開
業
さ



れ
て
よ
-
地
温
健
は
よ
る
低
利
の
た
め
需
要
が
俄
飲
物

進
し
特
は
目
立
っ
て
兼
ね
の
は
束
莱
方
面
の
躍
進
で
あ

る
｡
大
阪
方
面
は
嚢
庄
川
輝
､
光
束
方
向
は
梶
川
輝
よ

(S
)

-
礎
達
し

四

日

市
ほ
で
再
び
船
種
n
れ
て
送
ら
れ
る
｡

来
末
方
南
は
此
塵
的
良
好
晶
が
求
め
ら
れ
､
従
っ
て

大
阪
方
面
よ
み
麟
東
に
吟
味
さ
れ
る
'
又
昭
和
八
年
に

信
楽
町
ま
で
戯
道
開
通
に
よ
み
史
に
運
搬
が
便
利
と
な

-
磯
展
性
に
拍
車
を
か
け
ね
｡

(S
)

消
費

市

場

を

地

方

別

氷

剛

西

北

t

奥

羽

九

州
凹
関

北

脂

?.EJ

見
る
に
､

余

鮒
渉
公

党

凹

割

拭

】八
〇
㌧0
0
0

号

七

八
八
'0
〔
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完
C1
00
0

ニ
呈

八
七
tOC)rj

山ハ0
'0
0
0

0
･七

二
(
PO
O
O

要
､00
0

0
･
七

云
'00
0

台
'0
0
0

7

0

孟
'0
0
C)

孟
'0
0
0

0
｡蜘

fjFt
0
0
0

信

米
附
近

1C0
.0
0
0

1豊

吉
Io
o
o

浦

鮮

六
㌧
0
00
0
品

三
〇t
OO
O

'g
引
t1
枚

望Tm言エ
ロ

孟宗(
(.J

二.]

rI

火
鉢

鉢

'
Jl丈火 糸火 鉢火

鍋鉢 瀬鉢 '鉢

､鍋 ､倍 '雌'
き 読 締読 #.q =読

ヽ ヽ ヽ

物.日付
.
一ヽ

･

fq:.刀
｣

船
木

北

批

火

鉢

'

仲
.耕
.

火
鉢
､

暢

資

､
糸
,

糸
耽
鍋

火
鉢

'Z
耕
､
北

瓶

'
離
日附

便

船

､

街

を

観

光
の

二
割

七
分
が
第

一
で

嘗

衆
の

消
費

地
大

阪

を

:-;
州
信
楽
焼
の
立
地
的
槻
察

凌
ぎ
溝
蝉
の
四
分
'
外
囲
の
五
分
で
､
ア
メ
リ
カ
の
二

千
宵
固
､
源
峡
鵜
民
地
の
千
二
官
固
､
殖
民

地
の
三
官

僚t
の
順
で
あ
る
O

大
鰭
は
於
て
北
が
膏
森
商
は
九
州
を
供
給
制
度
と
し

て
ゐ
る
､
物
晶
別
に
見
る
と

火
鉢
朔

開
水
洗
割
､
舶
讐
二
割
p
九
州
p
奥
羽
'北
隣
'
凹
絢
の
鵬

証

紙

関
西
字
訳
と
し
て
脚
光
､
北
隣
の
m

他
に
米
国

植

林

別
所
､
鵬
火
､
満
肝

勘

資

内
地

一
囲

満
榔

花

瓶

細
水
を
虫
と
し
開
西
､
北
隣
之
に
次
ぐ

米
閥

土

瓶

蛾

抵
(開
所
p
-;
似
非
仙
)

食

船

蔵
地
附
妃

耐
酸
離

約
水

糸
1-ぇ
鍋

内
地

1t
闘

能
熟
井

関
E
I､
舶
光

磁
気
ス
タ
ン
ド

京
阪
榊
.
名
古
尿
'
水
京

六

､生
産
及
製
品
種
類

信
楽
焼
の
特
色
は
原
料
を
箪
味
の
ま
J
で
大
形
の
も

の
む
作
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
事
で
他
の
L地
方
の
追
随

を
許
ruな

い
の
で
あ
る
｡
十
五
石
人
の
耐
酸
東
､
大
在

1
11七

lj
.
.L



地

.
球

筋
二
十
六
懸

る
糸
取
鍋
の
如
き
好
例
で
､
ま
ね
償
格
此
校
的
低
廉
在

る
乙
と
も
大
在
る
弼
味
で
賂
裸
の
磯
展
が
期
待
さ
れ
る

頻
度
高
を
調
べ
る
ほ

明
治
十
二
年

八

'讐
l二

明
治
朗
十
四
祥

明
治
二
十
jI三

五
㍍i
'
八

.i
三

大
氾
五
年

明
治
二
十
四
年

一
九
'
〇
二

1

大
正
十
年

明
治
三
十
年

.i
〇
六
.
二
八
八

昭
利
元
咋

明
治
三
十
四
jI三

一
≡
こ
.
四

1
五

昭
利
五
年

明
治
三
十
八
年

一
〇
四
'
六
五
五

昭
治
八
年

一二
二
七
'
七
〇
三

二
二
九
'
八
八
八

九
二
五
'
八
六
八

九
九
七
p
滋
二
〇

六
九
五
'
七
七

1

七
光

二

〇
〇
〇

昭
和

八
年

は
明
治
三
十

八
年
に

比
べ
七
倍

の
槍
加
を

示
す
が
昭
和
元
年
よ
与
は
二
十
四
常
六
千
回
の
減
少
を

示
し
て
ゐ
る
｡

昭
和
九
年
度
の
生
産
紙
数
畳

む
見
る
に

‖仙

名

火

鉢

他

罪

適地

木

鉢

.i

外

金

魚

鉢

接

入

地
産
数

濃

沖

合

凹
九
六
'
八
八
六

滋
七
三

七
〇
'
四
八
四

七
〇
'
九

1
7

三

冠
'
二
七
四

二
八
'
六
四
八

八
二

〇
四

四
'
.光
二
六

<

t

八
二

.二
Tm
TTm

三
三九LE

l

解
二
挽

ト

ン

摺

鉢

水

粧

小

水

潜

穿

規

子

鉢

花

瓶

花水

封

水
･

迎

凪

燐

典

の
他
に

汽
埠
土
瓶

小

物

煉

炭
コ

ン
口

鍋煉

溌

火
鉢

灯

維

テ
ー
ブ

ル
.

二.A

五
二

二
'
九
九
五

七
､
六

1l
八

五

八

二
'
八
六

.i

凹
'
五
五
二

1
'
.i
三
三

二
ハ
七

二
二
'
六
七
三

四
八
〇

一
'
〇
八
〇

八

四

0 -･一一･七 O -･= 三丘 〇 九 二

二
〇
〇
常
例

三
〇
溺
個

一
.Iq
前
脚

.1q
S
g

ll
r
五
満
佃

二
〇
〇
的

二
〇
〇
倍

信
楽
は
生
産
数
畳
に
於

で火
鉢

類
が
主
要
晶
で
約
六

割
に
垂
ん
と
し
､
王
座
h
t占
め
次
い
で
植
木
鉢
の

山
剖

五
分
が
之
に
次
ぐ
0



伸

火

鉢

信
楽
焼
の
現
在
は
火
鉢
時
代
と
い
っ
て
も
過
言
で
無

-
､
有
田
'
常
滑
と
北
ハに
本
邦
陶
器
火
鉢
の
供
給
地
と

し
て
名
高
い
｡
を
の
内
信
楽
が
金
岡
的
ほ
名
饗
を
博
せ

L
は
節
季
地
､
常
滑
'
四
日
市
に
此
し
王
向
熱
に
耐
え

る
の
と
'
支
那
火
鉢
に
似
て
噂
好
上
最
も
玩
賞
に
倍
す

る
故
で
最
近
二
十
年
間
の
生
産
額
を
見

る
に
次
表
の
如

十
五
年

昭
和
二
年

三
郎

四
年

五
年

T/
･二

..ノ
瓜
｣

七
年

八
年

(.4
'

七

一
五
'
五
七
先

六
六
八
二

〇
光

七

l
四
二

五
〇

五
八
九
'
九
五
〇

四
九
〇
'
四
九
〇

五
三
九
'
〇
〇

〇

五
〇
四
㌧
0
0
0

光

二
二
､
0
0
C
)

六 JJてIL･七 七 IL一七 七
九 七 五 〇 四 二 六 一

取
に

形

態

よ
み
調
.'(
る
と

し
〇一二

か
｢

月

大
正

三
年

四
年

瓦
1.+一ヽ

I,A
..ノ山｢

.U

.ii.

-
′J

L
ド｢

/

/コ

九

坤
ト
ド
F
′J

十

一
年

十
二
年

十
三
舛

十
凹
年

地

産

吊

五
八
'
二
三
五
跳

四
八
'
八
〇
七

光
九
'
七

三
八

l
八
二
'
五
七
〇

三
八
〇
'
五
三

八

四
四
〇
'
七
八
〇

三
五
二
'
四
五
〇

誠
三
六
'
六
四
〇

四
八
四
'
六
八
〇

六
三
八
'
六
六
〇

六
五
八
二

八

三

七
七
〇
､
二
六
三

仝
牌
に
封
す
る
比
率

三
四
%

四
〇

二
六

四
六

:i二五

凹
.S
三
A

五
八

六

一

七

六
七
六

七
二

江
州
信
楽
焼
の
立
地
的
槻
炎

型
物
が
常
に
首
位
で
あ
る
｡
fJ
机
は
大
正
九
年
十

一

月
始
め

て輸
入
の
石
膏
型
に
よ
る
製
作
以
凍
急
速
の
進

歩
を
覆

し'
各
方
南
に
捗
み
て
一
大
革
命
を
在
し
っ
ゝ

二
元

光
三



飾
二
十
六
容

あ
ゎ
○

火
鉢
瓶
の
形
状
､
寸
法
､
目
方
及
製
作
畳
及
工
賃
等

を
琴

不
す
る
に
次
の
戒
で
あ
る
｡
(
形
状
は
五
図
参
照
)

夢
二
抑

三
〇

五
凹

場

へ
配
給
し
て
濁
音
的
位
置
に
あ
ヵ
｡
最
近
十
ケ
年
間

の
放
棄
成
績
は年

月

胎 乎 普 トー一日名子 蛾 丸
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大
jE
十
三
年

大
正
十
四
年

大
正
十
五
年

昭
川

二
年

三
年

凹
;3
･

五
年

六
坤

L
.ii.

l
′J

J
.ii.

ノ
′｣

f
l.

樵

h.IrI

八
三
'
五

〇
〇
胤

二

二
1
.
五

八
二

二
､
九
､
七
〇
〇

山
0
0
'
六

五
〇

一三
七
㌧
誠
〇

〇

二

八
'
七
五

〇

1
C

1
.
五
二
九

七
五
'
〇
〇
〇

五
〇
'
〇
〇
〇

四

〇
'0
0
0

至
純
に
封

す
る
比
率

九
%

1
1

.1
二

1I
Il

...
凹

一
六
一
六

一
〇.ヽ｣/:-b'.

ー□

糸

取

鍋

ln川■■.tu
糸
取
鍋
は
奥
m
要
助
氏
別
治
七
年
は

一
般
は
需
要
し

明
治
十
八
年
に
安
川
化
し
た
も
の
で
之
を
金
岡
錐
糸
工

F･4'.fi7･二
!JJ_I.



敢
近
製
糸
業
の
不
振
に
影
響
す
る
乙
と
大
に
し
て
そ

の
産
額
も
減
少
し
､
今
や
製
品
の
樽
換
を
飴
儀
夜
-
n

れ
､
別
業
と
し
て
水
盤
花
瓶
等
を
製
作
し
て
ゐ
る
.
糸

取
鍋
は
大
階
､
日
本
式
'
分
業
式
､
明
知
式
の
三
種
に

分
か
れ
､
そ
の
形
状
は
第
六
間
の
加
-
で

I:-T粟:Ltr

日
本
式
は
樫

一
､
三
尺
よ
カ

fi
､
七
八
の
も

の
多
-
､

一
ケ

に
庄
土
五
貫
目

を
要
し
､

一
日

一
人
の
職
工
ほ

て
二
十
筒
を
製

作
す
｡
分
業
式

嶋
を
中
心
と
し
て
蔑
崖
の
平
分
を
供
給
し
他
は
群
馬
煤

を
第
二
位
と
L
t
糸
取
鍋
の
使
用
年
限
は
四
年
乃
至
五

年
と
す
｡

F
れu

ハ

耐
酸
東
(
十
五
有
人
)

iH川■_tU
信
楽
に
於
で
製
作
す
る
耐
酸
大
東
の
如

き
十
五
石
人

で
他
の
窯
業
地
に
放
て
出
水
老
い
特
種
晶

で
あ
･eh､
大

n
は
高
さ
六
尺
七
寸
寵
の
中
途
の
内
替
玉
尺
七
寸
'
底

の
内
径
三
尺
三
寸
で
珪
素
地
の
時
三
官
貰
､
焼
上
は
二

百
五
十
賃
で

1
箇
製
作
日
数
十
日
を
要
し
､
之
が
乾
燥

に
五
十
円
か
J
渇
運
搬
は
軌
道
に
て
窯
ま
で
'
窯
は
三

個
だ
け
焼
-
rJ
と
が
出
来
る
石
炭
藷
で
之
が
焼
成
に
石

炭

一
寓
斤
を
消
費
す
.

最
近
十
ヶ
年
の
生
産
高
を
調
べ
る
と
左
の
如
し
.

は
種
二
p
五
尺
よ
旦
二
､
〇
尺
で

一
笛
に
庄
土
八
貫
目

を
要
し

一
口
に

一
人
で
十
二
倍
作
る
｡
明
知
式
は
丸
い

形
を
し
た
も
の
で
匿
種
二
八
'

一
緒
に
埴
土
八
貫
目
を

要
し

一
目
に
十
箇
製
作
す
｡
之
は
手

口
ク
p
で
成
型
す

る
が
前
者
は
石
筒
型
に
て
成
す
｡
明
知
式
は
豊
橋

･
岡

比
州
信
楽
焼

の
立
地
的
親
祭

大

iI三
十
三
坤

十
円
ムー

十
五
叫

叫
川

ニ
)+

三

叫
四

年

出
産

l.2==

1
-
'
二
三
六
脱

一
〇
'
三
〇
五

二
t.
九

七
〇

九
'
八
七
〇

九
､
二
〇
〇

七
'
八
八
九

一
三

五
五

争
杓
に

封
す
る
比
率

4.
･
1.3
%

-1
･
〇

.L
･

二
一
･
O

T
O

〇
･
九



地

球

五
祥

一ヽ
･･t

Jlノ
句

七
年

J
にL

■ノ
′:a

六
'
四
二
三

六
､
六
〇
〇

七
'
〇
〇
〇

二
'
五
〇
〇

解
二
十
六
番

〇 一･一-一一･し.i
● ● ● ●
三 〇〇 九

七
､

結

論

(.i)

以
上
は
信
楽
焼
は
於
け
る
絶
勝
的
観
察
で
立
地
形
態

静
的
型
を
考
ふ
と
A
､
B
､
D
-
C
型
で
あ
る
.

要
す
る

に
侶
巣
は
原
料
聾
富
が
膝

枕
的
ほ
陶
業
衆
落
と
し
て
形

成
n
れ
'
消
費
都
市
を
近
-
に
持
つ
張
味
を
有
し

てゐ

ね
が
p
明
治
維
新
の
産
業
革
命
に
よ
ら
山
間
で
交
通
不

便
が
桐
し
て
'
そ
の
基
礎
芸
へ
危
か
み
L
が
､
良
-
近

蹄
を
誤
ら
ず
､
製
品
の
碑
換
散
を
し
､
資
本
主
義
時
代

の
波
は
来
ろ
移
-
自
然
的
政
令
的
要
素
を
有
利
は
作
用

し
凍
っ
た
の
で
あ
っ
て
.
更
に
共
同
調
土
工
場
を
設
備

し
て
素
地
統

一
を
計

ら'
大
器
物
製
作
を
以
て
本
分
と

鱒
二
統

三

一

五
六

し
､
着
色
軸
ほ
て
妙
味
を
出
す
こ
と
に
注
意
し
､
製
品

は
賓
用
品
､
日
用
晶
は
主
力
を
注
ぎ
又
勉
築
用
品
其
他

特
別
晶
を
考
案
し
て
生
産
を
囲
み
'
次
い
で
窯
の
改
善

及
仕
組
蔭
の
改
良
と
機
械
化
､
経
常
の
合
沸
化
は
依
っ

て
生
産
費
の
節
約
'
金
融
普
及
に
よ
っ
て
直
接
版
責
等

ほ
金
力
を
注
げ
ば
を
の
凝
展
は
見
る
べ
き
も
の
有
与
と

侶
ぜ
ら
れ
る
｡

終
身
に
臨
み
い
ろ
/
1
と
御
指
導
御
便
宜
を
輿

へ
ら

れ
し
各
位
と
陶
碁
試
験
場
井
口
俊
夫
氏
は
裸
謝
す
.

(
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滋
裂
琳
陶
界
試
職
場
就
計
笥

(4
)
寮
紫
協
愈

陶
磁
非
工
業

上
春

信

柴

盤

(
45
)
滋
封
嚇
陶
非
試
験
場
叔
計
奄

(
46
)
窓
難
敵
骨

鋸
紫
大
赦

(
47
)
佐
々
木
枠
拾

工
業
立
地
形
態

地
灘
教
育
十
五
容
五
紙


